
古代建築における
三手先組物について

はじめに 彩国社flJr~築大辞典』 の 「三手先」の項を

みると、 r(iiIj略)壁而から前方へ斗組が3段に出ている

もの。比較的絡式の高い堂応に用いられる。(後略)J !: 

あり、薬師寺東地:Uli招提寺金堂L忠われる挫物のfJllJ柱

から外の部分の組物の図が掲載されている。ほかの辞許

や建築術諸島平説担:等をみても、 lまぼこれと同じ内容で大

差ない。一般的に組物は、側柱から外側の昔11分の形態的

特徴として捉えられているようで、ある。建築は構造物で

あり、当然lli:!:を支える組物は構造材である。しかし、上

記のように桃造的な凡方からの説明がない。本析は三手

先を柿造(I(j主JL点から捉えようと試みたも のである。なお、

枯木等の /J'I現によ って桃造的意味あいが薄れる ~II世以降

のものは対象外とし、古代建築にしぼって考察する。

古代建築遺構の組物形式 現存する古代建築において組

物をもっ~物は56棟あり、その内訳は三手先15棟、 二手

先1棟、出組4棟、 三斗20棟、大斗肘木6棟、すIJ.JJ守木10

棟である。飛13・奈良11年代に限れば、 三手先10{}lI、二手

先O棟、出組2様、 三斗8棟、大斗肘木3棟、労i肘木 1

棟である。三手先の数に比べて二手先、11'，組が極端に少

ない。京大寺転守門は引状で出組となっているが、これ

は後世の改造によるもので、当初は三斗であるから、飛

鳥 ・奈良時代において三手先以外で手先の出るも のは、

東大寺法務立の出組わずか 1煉しかないことになる。

古代の伽礁が残る法隆寺西院で、各建物の組物をみる

と、金堂、五重I答、中I"Jが三手先、講堂、回廊、経j語、

鐘楼が三斗，である。二手先、 出組はみられない。

法隆寺金堂・中門 ・五重信の組物 側柱、入{J!IJ住上に組

まれた枠肘木の上に通肘木がわたされ、{J!iJ柱をこえて外

{J!IJに出される。入{J!iJ柱筋に束がたち、その上から先ほど

の通JIす木の先端にカ、けて斜材 (尾垂木)がわたされる。

この斜材の先に三斗が組まれ、桁、母届をうける。

薬師寺東塔の組物 議JJ.J.木のかわりに肘木、斗が組まれ

るだけで基本的には法隆寺と同じ原理である。

興福寺東盆堂の組物 室IIIT時代の建築であるが、桝造は

奈良時代の形式を踏襲していると考えられているので¥

ここでとりあげる。{JlIJ柱と入側柱の市きが同じであるこ
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とは、法隆寺、薬師寺と同じである。 {WJttから外の組物

形態は唐招提寺金堂と同じであるが、柱~~j ~ ぞ同じにし

たことにより、唐招提寺金立てみられる入側柱上の折点

はなく、安定した三角形を構成する。

唐招提寺金堂の組物 前三者とbI~なり、入側柱が{J!IJ柱よ

り正月L、。ここでは外側に出された通肘木のかわりに繋虹

梁を肘木形に作り出してのばしている。入側柱上の枠肘

木上に平三斗を組み、その上に束をたて、その上に尾垂

木をのせる。前の三者が通肘木、束、尾垂水で三角形を

形成していたのに対し、三角形は構成するものの入側部

分が三斗と束の二つの部分からなり、途中でおれやすい

榔造となっている。前の三者と災なり、 二手のと ころで

組物JUJを連結する通肘木が入っている。

平等院鳳凪堂の組物 これまでは入fJlリ柱のある雄物てあ

ったが、 この建物は身舎だけで、 J!'Eがつかず、入側柱が

ない。尾霊木は天井上の盤からわたされる。興稿寺東金

堂のJ応部分を取りのぞき、fJ!IJ技と入側柱を ドッキングし

たっくりになっている。

まとめ 以上、古代を代表する雄物の三手先組物につい

てのべた。結論として、三手先は、通肘木、束、尾垂木

で三角形(トラス)を構成し、 これによって深い軒をさ

さえる構造手法であると いえる。上記以外の三手先につ

いても考察した結果、掲d成した陸lのように三手先には四

タイプある ことがわかった。 このような三手先の構造を

みれば、 三手先は「壁而から前方へ斗組が3段に/1'1てい

るもの」と いう説明が的を得ていないものである こと は

あきらかである。

古代において、とくに飛九 ・奈良時代において、三手

先以外に手先を出す組物がきわめて少ないという こtは

住目すべき事実である。三手先の構造からいって、 中間

的な二手先や出組lま、基本的には存在せず、京大寺法務

堂の出組は例外的な ものであった可能性もある。

なお、今回の研究の成来については、平成7年度から

実施中の平減宮第一次大極殿基本設計に反映したいと考

えている。また、 同時に基本設計の中で、法隆寺金堂 ・

薬師寺東培:.w.招提寺金堂など三手先組物をも っ木格的
な~築の柿造についてコンピュータ解析を実施する予定

で、三手先組物の科学的な解lりlにも挑戦したい。

(村田健一/姥m物研究室)
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